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論 文 内 容 の ,要 官

本論文は,キイpショウジョウパェを供託昆虫として,その発育過程に強い影響を及ぼす物質を広く植

物界から探索した研究の成果をまとめたものである｡

まず,昆虫発育阻害物質を検出する生物試験法としてキイpショウジョウバェの崖下直後の卵を供試成

分を加えた培地におき,幼虫,癖,成虫へと発育する過程を比較観察して,供試成分の活性をみた｡この

生物試験の利点は,キイロショウジョウバエの一生が約2週間で,卵期から成虫期までの全発育期間を通

じて供試成分の作用を短時日のうちに試験できること,及びキイpショウジョウ/1ェが幼虫期は痩地に潜

入して生活する習性をもつので,供試成分の作用を接触的,経口的,吸入的などの区別なく総合的に評価

できることにあり,昆虫発育阻害物質の一次スクリーニング法として簡便で優れた特徴をもっている｡

この生物試験法により,主として岡山県下で採集した陸上植物125科575種のメタノール抽出部につい

て活性の有無を調査した｡活性は,'醇化しない (Type1),幼虫から癖にならない (Type2),桶化時期

が遅れる (Type3),羽化しない (Type4)ものと,ゝ まったく効力を見ないものの5種額に分探してま

とめた｡このうち,Type2のものが最も多く,78科235種の抽出物に活性が認められ,Type3がこれ

に次ぎ,Typelと4は比較的少数の植物に認められるにすぎない｡

とくに,キク科植物には,Typelと2の活性を示すものが多く,そのなかでも抜群の活性を示したヒ

ヨドジバナ (Eul?atriumjabonicumTunb.),オオオナモミ(EanthiumcanadenseMill.),オオキソケイ

ギク (Coleol,sislanceolaiaL.)の3種について,活性成分を単離精製し,その化学構造を明らかにした｡

ヒヨドリパナの生薬19kgのメタノール抽出物のペ ソゼソ可溶部 (28g)をシリカゲルカラムで分画し,

各画分の生物試験の結果, 2つの画分に活性を認め, さらをこ精製を進めて,殺卵活性 (Type1)を示す ′

化合物1(13mg)と幼虫成長抑制 (Type2)を示す化合物2(906mg)を単離したO主と七て磯器分析の

手法によって,1を coumarin,2ほ構造式2であらわされる新規化合物 euponinであると結論した｡

--一同じような手法によって,オオオナモミから殺卵性物質として3を,幼虫成長抑制物質として射-告｢一一⊥--
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6を単離し横道を決定した｡オオキンケイギクからほ,殺卵性物質として7,8を,幼虫成長抑制物質と

して9,10を単離し,構造を明らかにした｡このうち,2をはじめ,6,9,10が新規化合物であった｡

これらの殺卵性物質の活性を円型ろ紙に供試物質を吸わせて,その上に卵を置き,半数醇化阻害量IDLO

(pg/cmB)を求めてあらわすと,1:12･5,3:0･8-1･0,7:0･8-0･9,8:2という結果であった｡一方,

幼虫成長抑制物質の活性は,培地2g中,2:long,4:2.5mg,5:2.5mg,6:5mg,9:5mg,10:1.3mg

で認められた｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

植物二次代謝成分の存在意義につにては諸説交錯して定まるまでに至っていないが,植物二次代謝成分

の化学構造の多様性は疑いもなく意見の一致をみるところである.本論文は,この多様性に着目して,良

虫発育阻害活性を有する化合物を植物界から探索しようとした研究成果をまとめたものである｡

供試昆虫としてキイpショウジョウバエ(Drosobhilamelanogaster)を用いたことは,次のようないく
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つかの利点を活用した簡便で優れたスク1)-こ ./グ法と評価できる.この昆虫の生活環が約2週間､とも.鴻

短期間で完結するので,.那,幼虫,柄,成虫の各段階を通じて供試物質の作用を観察するのに簡便である

こと,また,幼虫は培地把潜入もて生活するために∴経口的あるには経皮的など供試物質め作用発現特性

に左右きれることなく生物検定の実施が可能であることなどの利点を活用したのである｡

このような簡便なス〆リーニyグ方法があってはじめて125科にまたがる575種の植物めメタノ｣ル抽

出物について昆虫発育抑制物質の検索を実施することができたといえよう｡その結果,51科104種の植物

には活性化合物の存在を認めなかったが,その他の植物には,キイロショウジョウバェの発育に影響を及

ぼす化合物の存在が認められた｡そのなかで,幼虫の成長抑制を示すものが最も多く,殺卵活性を示すも

のがこれに次いで多いことを明らかにした｡キイpショウジョウバェのみを対象にした実験結果とはいえ,

このように広範囲な植物にわたって発育制御物質の存在をスク1)-キングしたことは高く評価できようO

次いで,最も多く活性物質の存在を認めたキク科に注目し,さらに詳しく生物試験を実施した結果,ヒ

ヨドリバナ,オオオナモミ,選びオオキンケイギクの3種に活性の顕著に高い物質の存在を認め,それら

を単離精製し,化学構造を決定した｡このような有機化学的な研究成果をまとめると,ヒヨドリバナから

1と2,オオオナモミから3-6,オオキンケイギク申ら7-10の10種の化合物を単離した｡このうち,

2,6,9及び10が新規化合物であり,殺卵活性を示すものが1,3,7及び8甲4種であり,残り6種

が幼虫成長抑制の作用を示すものであったOこれら.0成果は天然物有機化学の分野でも注目されるもので

あろう｡

このように,本研究は植勧 ヒ学 ･有機化学 ･化学生態学の分野に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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